
2024年 4月 7日（14 週目）主日礼拝           「この町には、わたしの民がたくさんいるから」(使徒 18:9-11) 
神様の子どもにとって失敗は失敗ではなくて答えがある。なぜ神様が問題をゆるされたのかは、講壇を通して答えを受けることが出来る。私達は、講壇を通して答えを受けるように。 

1.神の御言葉である福音 2.完全な 24時祈り 3.伝道の働き人たち 

△神様の子供は神様の御言葉を中心にしないと失敗をする。 

1)使徒 17:2(パウロはいつもしているように、会堂にはいって行っ

て、三つの安息日にわたり、聖書に基づいて彼らと論じた。) 

 ・パウロは福音の感動を持って伝道したがうまくいかなかった。 

 ・7 年以上タルソに留まり聖書に基づいて伝道する必要を分かる 

 ・パウロは御言葉に基づいて伝道することを決断した。 

 ・聖書に基づいて伝道すれば必ずうまくなされる。 

2)使徒 18:5(そして、シラスとテモテがマケドニヤから下って来る

と、パウロはみことばを教えることに専念し、イエスがキリスト

であることを、ユダヤ人たちにはっきりと宣言した。) 

 ・パウロがアテネに来た時にこの世の知識で伝道した。 

 ・知識の論争では、伝道の結果があまりなかった。 

 ・パウロは失敗の経験から聖書に基づいて伝道する事を決断する 

3)創 3:15(わたしは、おまえと女との間に、また、おまえの子孫と女

の子孫との間に、敵意を置く。彼は、おまえの頭を踏み砕き、お

まえは、彼のかかとにかみつく。) 

 ・神様は悪魔の奴隷生活をしていた私達を救い出して下さった。 

 ・女の子孫であるキリストが、サタンの頭を踏み砕いた。 

 ・私達は悪魔に敵対心を持つように。 

〇創 3:21(神である主は、アダムとその妻のために、皮の衣を作り、

彼らに着せてくださった。) 

 ・キリストが、私達の罪を赦して下さった。 

4)マタイ 16:16-17(シモン・ペテロが答えて言った。「あなたは、生

ける神の御子キリストです。」するとイエスは彼に答えて言われ

た。「バルヨナ・シモン。あなたは幸いです。このことをあなたに

明らかに示したのは人間ではなく天にいますわたしの父です。」) 

 ・私達は、イエスがキリストであると告白をするように。 

 ・キリストの告白の基に、私達の人生が建てられるようになる。 

5)1 コリ 2:2(なぜなら私は、あなたがたの間で、イエス・キリス

ト、すなわち十字架につけられた方のほかは、何も知らないこと

に決心したからです。) 

 ・パウロは、問題が人間の努力では解決できないことを分かる。 

 ・十字架のキリスト以外には語らないことを決断した。 

 ・キリストだけが十字架にかけられて復活をされた救い主である 

〇Ⅰコリ 1:18(十字架のことばは、滅びに至る人々には愚かであって

も、救いを受ける私たちには、神の力です。) 

 ・十字架の道は、救いを受ける私達には神様の力である。 

 

△キリストが共におられる事を味わ

い 24 時味わう時に勝利を出来る。 

1)7 つのやぐら 

⓵三位一体の神,②御座の祝福, 

③5 つの力,④空中の権威に勝つ力,

⑤3 つの時代,⑥CVDIP,⑦3 つの庭 

2)7 つの旅程 

⓵身分と権威,②10 の奥義, 

③10 の土台,④5 つの確信, 

⑤9 つの流れ,⑥伝道者の生活(62) 

⑦祈り,教会の礼拝,キャンプ 

3)7 つの道しるべ 

⓵カルバリの丘(キリスト) 

②オリーブ山(神の国) 

③マルコの屋上の間(聖霊充満) 

④宣教の門, 

⑤聖霊の奥義, 

⑥神の計画とターニングポイント 

⑦ローマを見る 

 

〇使徒 16：9(ある夜、パウロは幻を

見た。ひとりのマケドニヤ人が彼

の前に立って、「マケドニヤに渡っ

て来て、私たちを助けてくださ

い。」と懇願するのであった。) 

・夜は深い祈りで点検し力を受ける 

〇使徒 18:9-10(ある夜、主は幻によ

ってパウロに、「恐れないで、語り

続けなさい。黙ってはいけない。 

わたしがあなたとともにいるの

だ。だれもあなたを襲って、危害

を加える者はない。この町には、

わたしの民がたくさんいるから。」

と言われた。) 

 ・キリストが共にいる事を味わう 

 ・日本に救われる民が沢山いる 

 ・福音を語り続けるように。 

△日本より伝道しやすい国はない。伝道すると答えが来る。 

・日本では伝道したからといって迫害がくることもない。 

・ただ伝道は働き人と一緒にチームとなって伝道するように。 

1)プリスキラ・アクラ―使徒 18:2-3(ここで、アクラというポント

生まれのユダヤ人およびその妻プリスキラに出会った。クラウ

デオ帝が、すべてのユダヤ人をローマから退去させるように命

令したため、近ごろイタリヤから来ていたのである。) 

 ・プリスキラ・アクラは福音伝道中心でないから失敗をした。 

 ・プリスキラ夫婦はパウロとチームで伝道の為に協力をした。 

〇ローマ 16：3-4(キリスト・イエスにあって私の同労者であるプ

リスカとアクラによろしく伝えてください。この人たちは、自

分のいのちの危険を冒して私のいのちを守ってくれたのです。

この人たちには、私だけでなく、異邦人のすべての教会も感謝

しています。) 

〇使徒 18：18(パウロは、なお長らく滞在してから、兄弟たちに別

れを告げて、シリヤへ向けて出帆した。プリスキラとアクラも

同行した。パウロは一つの誓願を立てていたの で、ケンクレヤ

で髪をそった。) 

 ・産業人は教会、牧師の為に全てかける時に大成功する。 

2)使徒 18:5(そして、シラスとテモテがマケドニヤから下って来る

と、パウロはみことばを教えることに専念し、イエスがキリス

トであることを、ユダヤ人たちにはっきりと宣言した。) 

 ・教職者と産業人がチームになるように。 

3)使徒 18:7(そして、そこを去って、神を敬うテテオ・ユストとい

う人の家に行った。その家は会堂の隣であった。) 

 ・権力者であるテテオ・ユスト(ガイオ)が自分の家を教会にした 

 ・教会、伝道の為に献身をする時に大きな答えを受ける。 

 ・力ある人が加えられる時に力ある伝道が成される。 

 ・RUTC建築が主の恵みによってなされるように。 

 

△結論 

 ・キリストが私の主人となるように。 

 ・私のものは全てはキリストのものである。 



現場地教会（2024 年 4 月 7 日～2024 年 4 月 13 日） 
 

【賛美】 「イエスわが王よ」 

１）イエスわが王を賛美で迎えん 栄光の主の御座を もうけたまえ主よ  

私は神のもの ゆえに神にささげん  御心のままにおさめよ 主イエスよ 

２）イエスわが王よ ここに来られ われが主にささぐ 賛美受けたまえ 

われは主のしもべ 主はわれらのきみ 主なるイエス来られ 賛美を受けたまえ 

 

【使徒信条】 

 我は天地の造り主、全能の父なる神を信ず。我はその独り子、我らの主、イエス・キリストを信ず。

主は聖霊によりてやどり、おとめマリアより生まれ、ポンテオ・ピラトのもとに苦しみを受け、十字架に

つけられ、死にて葬られ、よみにくだり、三日目に死人のうちよりよみがえり、天にのぼり、全能の父

なる神の右に座したまえり、かしこより来たりて、生ける者と死にたる者とを審きたまわん。我は聖

霊を信ず、聖なる公同の教会、聖徒の交わり、罪のゆるし、からだのよみがえり、とこしえの命を信

ず。アーメン 

   

【メッセージ】      「この町には、わたしの民がたくさんいるから」(使徒 18:9-11) 

  

【讃美】                    252 歌えうれしく 

                      

【祈り】  

①教会の祈りの課題 

※御国イザヤ牧師に聖霊充満と 5 つの力が与えられるように。 

②現場地教会の聖徒の中で欠席された方、問題、病にある方、新しい家族のために。 

③現場地教会参加者の祈りの課題（集まった聖徒の祈り課題を付箋に記入）のため。 

 

【フォーラム・祈り】 

 

【主の祈り】 

 天にましますわれらの父よ。ねがわくは、御名をあがめさせたまえ。御国をきた

らせたまえ。みこころの天になるごとく、地にもなさせたまえ。我らの日用の糧を、

今日も与えたまえ。我らに罪をおかす者を、我らがゆるすごとく、我らの罪をもゆ

るしたまえ。我らをこころみにあわせず、悪より救いだしたまえ。国とちからと栄 

えとは限りなくなんじのものなればなり。 アーメン 

７
７
７
の
祈
り 

       

７
７
７
の
祈
り 

【７つのやぐらの祈り】：三位一体の神のちからが私の内を満たし,私の考えと思い,た

ましいのすべてを治められますように。御座の祝福である 3 つの超越(御座のちか

ら、時空の超越、237 光)、3 つのいのち(神のかたち、神の息、エデンの祝福)、3 つ

の空前絶後(私、教会、現場)が私の内に臨みますように。神さまが私の過去、現在、

未来にちからで働いてください。今この時間、私に 5 つのちから(霊力、知力、体

力、経済力、人力)を与えてください。空中の権威を持つ者に打ち勝つ宇宙のちから

が私の内に臨みますように。神さまが下さった私の一生の裏面契約をつかんで、あら

かじめ見る契約の旅程(CVDIP)を歩むことが出来ますように。神さまが最も願われる

3つの庭(237、いやし、サミット)のある絶対やぐらの教会を建てられますように。 

【7 つの旅程の祈り】：三位一体の神さまが私の内に臨み、神さまが願われる道を歩

むことが出来ますように。どんな場合にも絶対に滅びない 10 の奥義(霊的独立、霊的

事実、逆発想、シナジー、危機と機会、無競争、再創造、サミット、荒野、絶対計

画)をもって挑戦できますように。絶対に揺れない 10 の土台(絶対主権、イエス･キリ

スト、聖霊のちから、神のみことば、神の神殿、神の計画、神の摂理、神の裁き)に

堅く立つことができますように。神さまが約束された 5 つの確信(救い、祈りの答

え、導き、罪の赦し、勝利)をもって、伝道者の旅程を歩むことができますように。

神さまの力によって 9 つの流れ(高さ･深さ･広さ、上・下・横、過去・現在・未来)を

味わうように。神さまがあらかじめ教えてくださった一生味わう答えを見つけ出し、

62 の伝道者の生活(21 の生活の本質、5 つの幸せな祈り、7 つのサミットの道、9 つ

の流れ、20 の聖書的伝道)を過ごせますように。私の生活が教会と礼拝を通して、福

音の光を伝える御座のキャンプとなりますように。 

【7 つの道しるべの祈り】：カルバリの丘ですべて完了した十字架の血の力が臨みま

すように。オリーブ山で言われた神の国のことが成し遂げられますように。マルコの

屋上の間に臨んだ聖霊の満たしを私に与えてください。迫害と困難にあってもより大

きい宣教の門を見る挑戦の時刻表を私に与えてください。まず神さまがくださる確実

な答えを受けてから行動する聖霊の奥義を味わえますように。苦しみと困難があって

も、祈りを通してより大きい神さまの計画を答えとして見る人生のターニングポイン

トを探すことができますように。正確なみことばにあって、神様が私に下さったロー

マを見ることが出来ますように。 

(お知らせ) 

RUTC の建築のためにお祈りをお願いします 

1、来週は、伝道キャンプ 

  ２、日本神学校入学式 4 月 8 日 14:00 

  ３、山口福岡伝道キャンプ 4 月 10 日 14：00～12 日午後 

  ４、きりかぶ保育室入園式 4 月 13 日 10:00 

 福音宣教教会 

主管牧師：御国イザヤ 

名古屋市中区栄 5丁目 23－8／tel:052-238-6003 

主日(日曜)1部礼拝 7:00 ／ 2部礼拝 10:00 ／ 3部礼拝 12:00 
 


